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 極めて高い感度と優れた電荷分解能を持つエッチング型飛跡検出器として知られている、ポ

リアリルジグリコールカーボネート（PADC）についての研究が取り組まれている。現在、イ

オン照射を行なった PADC 中にはヒドロキシル基が増加していることがわかっており、照射に

よって切断された分子鎖の新たな端点としてヒドロキシル基が生成されていると考えられてい

る。図１に示す通りヒドロキシル基の生成量はエーテル基の損傷密度と相関関係が見られるこ

とが分かっている。エーテル基が一つ失われると一つないし二つのヒドロキシル基が生成して

いると考えられている。ヒドロキシル基の定量分析のためにはそのモル吸光係数を別途評価す

ることが必要であり、この分析においては PADC に吸蔵させた水のモル吸光係数を用いており

その値は 9.7x103 M-1cm-1 である [1]。この研究では水の質量はカール・フィッシャー電量適

定法を用いて評価されている。 

確認するべき一つの課題は、水のヒドロキシル基のモル吸光係数と高分子中の新しい端点に

なっているヒドロキシル基のそれが同一であると考えてよいかどうかというものである。本研

究では、PADCと同じく高分子中にヒドロキシル基を有するポリビニルアルコール(PVA)を用

いてそのモル吸光係数を求めた。可能な限り脱気した状態でモル吸光係数を 2通りの方法で求

めたところ、1.2x104 M-1cm-1という値が得られている。講演では薄膜に含まれている水分量を

補正したモル吸光係数の評価方法とその結果についても報告する。また、検出閾値以下の低い

阻止能を持った Heイオントラックについての分析結果にも言及する予定である。 
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図 1. ヒドロキシル基の生成密度と

エーテル基の損傷密度との関係. 

 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

5001,0001,5002,0002,5003,0003,5004,000

A
b

so
r
b

a
n

c
e

Wavenumber (cm
-1

)

-OH

-C=O--CH
2
- >CH-OH

 

図 2. PVAの赤外線吸収スペクトル. 
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